
鹿児島県立隼人工業高等学校いじめ防止基本方針

社会の要請･法制定の意義 学校の教育目標 本校の実態

調和のとれた人格の完成を目指すとともに，心身ともに健全
いじめ問題への対応は，いじめだけ 昭和 23 年に創立された，歴史と伝

に特化するものでなく，子供も大人も， で，社会の一員として貢献できる実践的産業人を育成する。 統を誇る工業系専門高校｡ｲﾝﾃﾘｱ科，電
人々が生きるにあたっての直面する課 子機械科，情報技術科の 3学科が設置
題である。 され，400名近くが在籍。

校訓およびスローガン ｢ものづくり･ｷｬﾘｱづくり･人づくり｣
いじめの無い国であるかどうかは， のｽﾛｰｶﾞﾝのもと自ら目標を定めて，意

その国の教育力と国民の成熟度の指標 ○校訓 欲的に学校生活を送っている。部活動
となる。 至誠：なにごとにも真心を持ち が盛んで，挨拶は元気があり，服装な

自律：自らに規範を課し どもきちんとしている。
日常生活の仕組みや行為への私的責 友愛：広く人を愛する

任領域とそれを補う法制定による公的 ○スローガン
責任領域が必要である。 ものづくり･キャリアづくり･人づくり

いじめ問題に関する学校の目標

○いじめはどの生徒にも，どのような場面でも起こりうるとい
う認識のもと，一件でも多く察知･発見し一件でも多く解決す
る。

○いじめは絶対許されない行為であるととらえる。
○いじめ防止の根本は，校長をはじめとする全職員のいじめ問
題の認識およびそれに対する姿勢を深める。

家庭･地域との連携 いじめ防止対策委員会 県教委･関係機関との連携
県教委

・PTA ○本会は，年間計画の作成･実行･検証･修正の中核である。 ・指導主事の派遣及び助言
学級 PTA･学年 PTA･PTA 総会を活 ○構成メンバーは校長・教頭・生徒指導主任・生活指導係(当該 ・いじめ問題解決ﾁｰﾑの派遣及び助言

用した啓発･研修会 学科)・教育相談係・学年主任・養護教諭・ＳＣ ・研修等への講師派遣
・民生委員 ○必要に応じて関係者(担任･部顧問･外部専門家等)を加える。 関係機関
・学校関係者評価委員 各学期 2回以上及び事案に応じて適宜開催 ・警察

・児童相談所
・市町の福祉部局

学校の取組 教職員
生活指導係･教育相談係

○未然防止 人権同和教育係
生徒会におけるいじめ防止活動 人権同和教育委員会
体験活動を活用した人間関係作り 職員研修(校内，校外)
各種講演会 生徒
統一 LHR 生徒会，生徒総会

○早期発見 保護者
実態調査の実施 PTA生活指導部(朝の登校指導)
無記名ｱﾝｹｰﾄの実施 保護者研修，授業参観，PTA総会
各学期 1回教育相談 県
学校楽しぃーとの実施 学校ﾈｯﾄﾊﾟﾄﾛｰﾙ
各科･教科･係の情報の共有 いじめ問題相談員派遣

○対応 資料
被害者，加害者への適切なｹｱ及び指導 いじめ対策必携
外部専門家との連携 いじめ問題対応の手引き
対策委員会を適宜実施 ﾈｯﾄいじめ対策ﾘｰﾌﾚｯﾄ

【年間計画】
生徒関係 PTA関係 職員関係 検証関係

取組 各種調査
4月 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ講演会 いじめ防止対策委員会 年間計画の検討

教育相談 統一 LHR事前研修会
いじめ問題を考える週間
いじめに関する統一 LHR
朝読書を活用

5月 命の大切さを学ぶ教室 学校楽しぃーと(全学年) PTA総会･学級 PTA 学校評価
6月 三者面談・家庭訪問 統一 LHR事前研修会 学校関係者評価委員会

人権同和教育統一 LHR
7月 朝読書を活用 SNSチェックシート 学年 PTA 一学期振り返り

いじめアンケート いじめ防止対策委員会
8月 職員研修(生徒指導)
9月 教育相談 県携帯ﾈｯﾄ調査 統一 LHR事前研修会

いじめ問題を考える週間 いじめ防止対策委員会
いじめに関する統一 LHR
朝読書を活用

10月 学年 PTA 職員研修(人権同和教育) 学校評価
統一 LHR事前研修会

11月 人権同和教育統一 LHR 登校指導 学校関係者評価委員会
12月 学校楽しぃーと(全学年) いじめ防止対策委員会 二学期振り返り
1月 教育相談 いじめ防止対策委員会

人権同和教育統一 LHR 統一 LHR事前研修会
2月 PTA理事会 PTA理事会での振り返り

学校関係者評価委員会
3月 いじめ防止対策委員会 年間反省
※未定 職員研修(人権)，人権同和教育講演会


